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楕円
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楕円
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楕円

user
楕円

user
楕円

user
楕円

user
テキスト ボックス
「私が去年の夏訪れた（　）は冬にスキーをするのに良い場所だ。」

「夏」に騙されないように。スキーをするのはもちろん「山」。

user
テキスト ボックス
「私の親友がアメリカに引っ越す予定だ。私は彼女がとても（　）だろう。」

ア 見る・会う　　  イ 恋しい
ウ 出発する・残す　エ 聞く

user
テキスト ボックス
A「鳥取行ったことある？」
B「（　　）。食べ物がおいしいと聞くから、いつかそこに行ってみたい。」

行ってみたい、ということは行ったことはないのでエ。

user
テキスト ボックス
A「あおぞら駅への行き方教えてください。」
B「（　　）」
A「本当に？とても親切ですね。」
　ア 私は駅から来たばかり。
　イ あなたと一緒に行けますよ。
　ウ 電車の絵を描きましょう。
　エ 私はよく駅まで歩いて行きます。

親切と言われることなので、答えはイ。
最後の「私は駅の隣の書店に行く。」にもつながる。

user
テキスト ボックス
A「疲れてそうだね、大丈夫？」
B「元気だよ。昨日寝たの遅くて。」
A「（　）」
B「漫画読むのが止められなくて。」

ア の「何をしていたの」が正解。
疲れている？と聞かれて元気、と答えたので、イは正しくないので注意。

user
テキスト ボックス
A「ママ、今日の宿題難しすぎ。」
B「（　　）」
A「うん、お願い。」
　ア 手伝ってほしい？
　イ 先生に尋ねた？
　ウ ノート確認した？
　エ 私に問題読んでくれる？

最後の「お願い。」に続くのはアのみ。
エはするお願いする側が反対なので不正解。



user

user
タイプライタ
①[how about] introducing the Autumn Festival
　 in this town ?
②[To continue] traditional events is not easy, …

user
楕円

user
タイプライタ
エ

user
タイプライタ
ウ

user
楕円

user
タイプライタ

　 


user
タイプライタ
There is a problem.
(There is also a problem.やThere is a problem too.でも)

またはI want to talk about a problem (too).なども考えられる。
答えは唯一ではない、はず…

user
テキスト ボックス
そうまが「阿波踊りを紹介したい」と言うが、ゆうこが「先生もう踊ったことあるよ」と却下している。その後でケイトが町の秋祭りの紹介を提案する流れ。

①Howabout～ingは「～するのはどうですか。」と提案をするときによく用いる表現。後に動名詞が続く、と文法問題の演習で解いたことがある人も少なくないはず。

②「伝統的な行事を続ける“こと”は簡単ではない、特に小さな町では」と、continueを主語として用いるために不定詞にして「続ける“こと”」にしようという問題。


user
タイプライタ
5行目にホワイト先生が12月に来た、6行目に
来月祭りがある、と言っていることから１年は
経っていないと考える。

user
タイプライタ
10行目にケイトは「観ていただけ」とある

user
タイプライタ
最後から2行目にそうまの家でとある
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直線

user
直線

user
直線

user
矢印

user
直線

user
テキスト ボックス
1行目にIn my country、3行目にwhen I came to Japan、とあることから、イギリスと日本の2か国の話をしていると判断する。

2段落目は「日本では」から始まり、最後まで日本の話が続くこと、また支払い方法の割合を説明していることからエの「今人々は日本でどう支払いをしているか」が適する。

キャッシュレス決済の「歴史」はどこにも触れられておらず、クレジットカードだけの話をしている訳でもないのでア・イはともにどちらにも当てはまらない。


user
テキスト ボックス
「とても頻繁にキャッシュレス決済を使う人もいるが、より安全だと感じて現金で払いたい人もいる。“このように”支払い方法について人々は様々な（　）を持っている。」

このように、とあることから前に２つの意見があることを踏まえて答えればアの「考え」が選べる。


user
テキスト ボックス
「もし全ての支払いがキャッシュレス決済になったら、私達の生活は楽になる？しんどくなる？」という問いかけに対して答えを書く。

内容はとても“今っぽい”けど実際に書くのは難しいね…。
長くしすぎずOur life would be easier/harderから始め、becauseで受けるのが一番簡単。
don't have to carry/bring cash 「現金を持たなくてよい」や
I am worried about my security
「安全について心配」などが理由として挙げられる。




user
タイプライタ
Yes, they were.

user
タイプライタ
It became a library.
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タイプライタ
what the local people need
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タイプライタ
connected
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矢印

user
直線
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直線
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直線
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矢印
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矢印
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直線

user
直線

user
テキスト ボックス
「（　）が仕事を上手くやるのに最も重要なことだった。」を答える問題。
傍線部の前でレオが「仕事を上手くやるのに最も重要なことはなんでしたか。」と尋ねているので、答えとなる部分がその返答にあることを理解することはできるはず。

ただ文法的にneedで抜き出しを終えること、さらに（　）の次にwasが続くことからこの部分を抜き出してよいのか、を迷う人がいたかもしれない。
実際この部分は「地元の人々が何を必要としているか」という意味となるので、前の「理解する」ともつながり、冒頭の（　）内に入れても意味の通る文となる。



user
矢印

user
直線

user
テキスト ボックス
いずれも答えを自分で「考える」となると難しいが、文中から「探す」となればそこまで難しくはない。

aに関しては本文の一番最初の問いかけ「問題を見つけたら、解決のために何かしますか」に対して最後に答えているという文章全体の流れを理解すれば、
 ア 自分自身の問題として見る
 イ ネットで問題を共有する
 ウ 他人に何かするよう頼む
 エ 難しいことを考えるのを止める
他の選択肢は選べないはず。

bも少し難しいように見えるが、空欄後のwith each other through this activity
とほぼ同じ表現が文中にあることに気づけば見つけられる。
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直線
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user
タイプライタ
サイトを見つけたのはレオ

user
タイプライタ
学校の問題、については
話していない

user
タイプライタ
探していた、とはあ
るが、先生に頼んで
はいない

user
タイプライタ
それは英語クラブの人が
していることである


